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封建体制維持のイデオロギー装置の存在を思い知らされるのである。
　周知のように，荻生徂徠の『政談』（全４巻，1726―27年）は，わが国における政治学的思惟































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































①岡 本 高 茂（御者頭をつとめる八戸藩の上級武士）
②中居伊勢守（昌益門弟。神明宮社人。社人支配頭）
③福 田 六 郎（昌益門弟。御用人などをつとめた八戸藩の上級武士）
④高橋大和守（昌益門弟。白山宮神主。のちに息子とともに出奔）
⑤上 田 祐 専（昌益門弟。八戸藩御側医）
⑥天　聖　寺（住職の則誉守西を中心に文化サロンの場となる）
⑦安 藤 昌 益（十三日町という城下の中心に居を構えていた）
⑧中 村 忠 平（昌益門弟。大坂屋の屋号で酒屋を営む商人）
⑨中村忠兵衛（中村忠平の兄。息子の中村右助は昌益門弟）
⑩関　立　竹（昌益門弟。八戸藩御側医）
























































































































































































































































































































































































































　Oxford Advanced Learners’ Dictionary of Current Englishは，これを踏襲しつゝ‘naturallaw’と
は，‘rulesforbehaviourconsideredasinnateanduniversal’であると，説明している。
　興味深いこととして，The Cambridge Concise Encyclopediaは，‘natural law’という項目を持っ
ていないのであり，‘Nature’さえも説明していない。

































　私は，今，眼の前に，A.P.d’Entrevès, Natural Law, An Introduction to Legal Philosophy,1951.
Hutchinson'sUniversityLibrary とFranzBorkenau,Der Übergang vom feudalen zum bürgerlichen 
W eltbild. Studien zur Geschichte der Philosophie der Manufacturperiode,1934.FélixAlcanの二冊を，
広げている。ダントレーヴは，もともと，イタリア，トリノ大学の国際法教授であり，この『自然
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と「客体」の側の自然法則


















































































































































































ヨーロッパ最初の天文台を建て，同73年に『位置推算書，1475―1506』（Ephemerides ab anno 1475
―1506）を刊行するのであるが，この書物は，実際，コロンブスおよびバスコ・ダ・ガマの「新
大陸」発見の航海に，用いられているのであった。時代は《恩寵の光













　クザーヌスは，私見によれば，NicolaideCusa,De docta ignorantia （『学識ある無知について』）,
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―教会組織としてのロー
マ・カトリックの現実態ではなくて―《キリスト教





















































































学・解剖学の教授となっており，1643年に『人体解剖学』De corporis humani fabricaを発表してい




リザベス一世の侍医だった―の《自然》像の集大成の書De mundo nostro sublunary philosophia 
nova（1651年）は，文字通り，「新しい哲学の視点から考察された我らの世界」の分析にほかなら
なかった。

































































































































False Principles and Foundation of Sir Robert Filmer, and His Followers, are Detected and 
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・自己表現の権利の確保



















学的原理』（Philosophiae Naturalis principia mathematica，1687年）の側面のみならず，『光学』
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←→《客体》の側の全自然史的運動
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とコミュニケーション
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」との結合の組織化







































「外 的 自 然」























Durkheim，1858―1917 年 ） の『 社 会 分 業 論 』（De la division du travail social : étude sur 





























「外 的 自 然」

























































































































































16歳～ 20歳～ 30歳～ 40歳～ 50歳～ 60歳～ 70歳～
（A）男性
個 20 21 18 22 22 19 11
私民 22 25 18 16 16 14 14
庶民 19 7 21 18 27 19 22
大衆 31 39 36 35 28 43 42
他 9 8 7 8 8 5 11
（B）女性
個 7 9 15 23 14 12 3
私民 26 16 14 13 13 9 13
庶民 26 23 25 22 21 20 15
大衆 35 49 38 39 45 52 48






　ジョン・ロックの『人間知性論』（An Essay concerning Human Understanding，1689年）は，私
見によれば，《ピュウリタン革命》（1642年―49年）の体験と「反省」に立脚した，「市民社会」の
ための《コミュニケーション行為》の「主体」を定立するべく書かれた主体形成の書







































































4 4 4 4
への考察に至っているわけであるけれども，
そのような視座から，今，ロックの『人間知性論』を読み返す時，次の二点がことさらに




下に，４章から成る），‘BookII’（Of Ideasとして，33章構成），‘BookIII’（Of W ordsとして，11

































































































































































































ィケー」（σημειωτικη’），the Doctvine of Signs，は，実は，少くとも形式の上では，安藤昌益の『自
然真営道』，『統道真伝』，および，『韻鏡』批判（「記号論」）という三つの柱







































































































宗教寛容論の書，Epistola de Tolerantia（ラテン語版，３月刊） ―12月，その英訳，Letter 
concerning Toleration 刊行―を発表しており，さらに，1695年，『キリスト教の合理性』（The 
Reasonableness of Christianity, as delivered in the Scripture）を，著している。
　丸山真男は，私たち「日本人」の歴史意識の「古層」―持続底音
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　田中義久『コミュニケーション理論史研究（下）―
記号論からコミュニケーション行為の地平へ ―』
（2014年，勁草書房），214-5頁。
　（追記）
　（１）本稿「コミュニケーション行為論―文化社会へのいざない―」（一）―（七・完）につ
いての参考文献としては，田中義久『社会関係の理論』（2009年，東京大学出版会）巻末の参考文
献170点，ならびに，田中義久『コミュニケーション理論史研究（上）―コミュニオンからコミ
ュニケーションへ―』（2000年，勁草書房）と同上『コミュニケーション理論史研究（下）―
記号論からコミュニケーション行為の地平へ―』（2014年，勁草書房）の参考文献101点，併せ
て271点の文献を，参照されたい。なお，とくに若手研究者の皆さんには，後者（上）・（下）二巻
の（注），494点に所収の文献をも，参看していただきたい。
　（２）最後に，私は，「客員研究員」としての在外研究の機会を与えていただいたオックスフォー
ド大学セント・アントニーズ・コレッジのGeorgeRichatdStorry教授，ならびに，「客員教授」
として，同様の機会を与えて下さったリヨン第三大学のFrançoiseGUELLE教授に，あらためて
謝意を表しておきたい。私は，「客員教授」としてリヨンに滞在していた時に，法政大学草創の時
期に活躍した梅　謙次郎が，1886―9年，リヨン大学の学生として，GustaveEmileBoissonadeの
指導を受けていた頃に住んでいた「下宿」を，訪れた。彼は，RuedelaRepubliqueに面した建物
の「屋根裏部屋」から，PlacedelaRepubliqueを横切って，ローヌ河に架かる「大学橋」を渡り，
75
コミュニケーション行為論（七・完）
クロード・ベルナール河岸のリヨン大学に通って，ボアソナードの教えを受けていたのである。私
は，「日本の如き，封建の制数百年相踵ぎ，命令服従の習俗牢乎として抜けず，人民義務の観念に
富むも極めて権利の観念に乏し」と述べていたボアソナード（『法政大学百年史』48頁）に師事し
ながら，その頃の梅　謙次郎が何を考えていたか，その「胸中」に想いを馳
は
せながら，擱筆するこ
とにしたい。
